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＜連絡事項＞
・救急カートの中の物品を調整しています。基本救急カートからの使用はせず、処置用品や軟膏を保管している棚（冷蔵庫下）から使用するようにして下さい。
・今年も年末調整の時期となりました。１０/２５（水）より順次書類を配布いたしますので、期日　１１/１０（金）までに必ずご提出をお願い致します。尚、詳細につきましては添付の【年末調整について】をご覧ください。

各種申告書につきましては代筆できませんので記入漏れがないようにお願いたします
 ＜患者様連絡事項＞
・小豆畑　裕介様～疼痛時 ポンタールカプセル1cap　10回分処方あり。
・中村　和夫様～便秘時 ﾋﾟｺｽﾙﾌｧｰﾄNa内用液2本処方あり。
・播磨克子様～便秘時 ﾋﾟｺｽﾙﾌｧｰﾄNa内用液2本処方あり。
・向井　敦子様～フェルビナクスチック軟膏1本処方依頼
＜週間予定＞
・特になし
＜要注目患者様＞
・出河　攻様～身体的疼痛の訴えは自制内で経過。車椅子を使用し、レストランでの食事が可能となっているが、嘔気を訴える言動あり、対応すると不調を訴えた記憶がない様子有り。服薬した事も忘れている言動もある。
・小笠原　文人様～朝食前にココアを飲みたいと執拗に要求言動あり。説明は理解できているが、気分高揚的な言動、行動、奇異行為は持続している。他者トラブルはない。
・泉川　ケイ子様～朝食は自室で全量摂取。昼食は拒食する。朝、昼食後薬も拒薬言動あり。苛々した口調はないが、牛乳の中には既に痛み止めが入っているから要らないと妄想言動あり、服用拒否する。
＜柞木田Dr診察状況＞
・船場　幸子様～普段の日課や生活について多弁に話している。両下腿の浮腫は軽減し、歩行困難も軽減敷いているが、便が緩いと訴える。便の性状など腹部の症状観察を継続し、主治医に報告、センノシド調整を検討していくこととなる。臨時薬→同内容定期処方となっている。
・出河　攻様～昼食後、吐き気を訴えトイレへ行くも排尿し、嘔気訴えた事を忘れる言動あり。昼食後薬をレストランで服用した事も忘れ、2回服薬要求する言動あり、主治医に報告。まだ右臀部から右下肢にかけて疼痛持続している訴えある為、ゆっくり鎮痛剤を減量していくこととする。臨時薬①ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ3錠/日　3×1→2錠/日　2×1/朝夕食後に減量。②ランソプラゾール③ﾒｺﾊﾞﾗﾐﾝ錠同処方、④ノイロトロピン錠4単位 4錠2×1/朝夕食後開始。18日～24日までの7日分処方となっている。
・中村　和夫様～そろそろ退院したいと訴えている。現在ワーカーが介入し調整していると主治医から説明するも何でもないのにどうして入院しているんだと不満言動あり。易怒的感情みられる際は自宅退院難しく環境調整を要する。
　　　　　　　　定期薬継続。

・和田　シュン様～調子は良く、不安もないと話している。臨時薬→同内容で定期処方となっている。
・上村　みわ様～腎臓の薬（高血圧の薬）は20日に止めるという妄想的言動あり。主治医からも服薬継続の必要性を説明。定期薬同内容で継続。
・播摩　克子様～「普通です」「眠れます」「食べています」と主治医の質問に円滑に答え
ている。気になる事もなし。臨時薬同内容7日分継続。
・中川原　義雄様～退院したいと訴えている。自身から主治医に市民病院消化器内科での検査についてなどを説明している。夜間の尿失禁が見られ、診察時の指示糸の対話でも、認知機能の低下的言動が聞かれている。臨時薬同内容で7日分処方となる。頭部CT、長谷川スケール検討していく。
・滝田　英人様～本日は胸部不快あり休んでいたと話す。口調は穏やか。定期薬継続。
　　　　　　　　心電図検査検討していく。

